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研究の動機と目的

■ 動機

– 自然言語処理に興味があるので、機械がどうやって自然言語を取り扱うの
か勉強したいので、文章の自動要約を研究することにした。

■ 目的

– 文章をモデルに入力して要約文を生成する。



使用する言語環境とモデル

■ Python

■ Google T5モデル

– T5（Text-to-Text Transfer Transformer）: テキストを入力してテキス
トを出力するタスクを解く自然言語処理深層学習モデル。

環境

■ Google Colab



二種類の要約事例

牧場で10日、毎年恒例のヒツジの毛刈りがあ
り、多くの家族連れで賑わった。東海地方は
晴れて5月上旬並みの暖かさに。11日も晴天が
続き暖かくなりそうだ。
ヒツジたちの夏バテ防止の為、毎年この時期
に毛刈りが行われている。牧場の職員がバリ
カンで1頭あたり40分をかけ、合計30頭の毛を
刈った。抵抗したり暴れたり、ヒツジたちは
にぎやかに鳴いていたが、多くは毛刈りを終
えると気持ちよさそうに走り回っていた。
刈った毛はその場で販売されたり、牧場内の
羊毛工芸体験の原料として使われたりする。
毛刈りは11日にも午前と午後の2回行われる。

元の文章

10日、牧場では、毎年恒例の羊たちの毛刈りがあり、多
くの家族連れで賑わった。
毛刈りは夏バテ防止を目的として行われている。
刈った毛はその場で販売、または羊毛工芸体験の原料と
なる。
毛刈りは11日にも、午前と午後の2回実施を予定してい
る。

牧場で10日、毎年恒例のヒツジの毛刈りがあり、多く
の家族連れで賑わった。ヒツジたちの夏バテ防止のた
め、毎年この時期に毛刈りが行われている。刈った毛
はその場で販売されたり、羊毛工芸体験の原料として
使われたりする

抽出型

抽象型



WikiHowのデータセットを使ったT5モ
デルFine-Tuning実行結果



WikiHowのデータ構造



WikiHowのデータセットを使ったT5モデルFine-
Tuning生成例

今どこまでやっている

本文 コミュニケーションとは、いろいろな手段(文字、言葉を使わない合図、話し言葉など)を用いて、送り手と受け手
の間で信号やメッセージを伝達する一連の作業を指します。また、コミュニケーションは私たちが人間関係の構築
や修正に使う方法でもあります。自分の発言が会話を有意義なものにできるのだということを理解し、自信を持つ
ようにしましょう。自分の意見や感情を的確に他人に伝えられるように日頃から自身に問いかける時間を作ります。
価値ある発言ができないと思っているがために話すことをためらっているのなら、怖がる必要はありません。ある
人にとっては重要性や価値が感じられることでも、それが他人にとっても重要だとは限らず、さらに別の人にとっ
てはもっと大切なことかもしれません。高度なコミュニケーション能力を身に付けるためには、まずは簡単なやり
とりから始めます。普段の人づきあいから職場まで、日常のいろいろな場面でコミュニケーション能力を磨くこと
ができます。新しい能力をしっかりと身に付けるためには時間を要しますが、コミュニケーション能力を活用すれ
ばするほど、さまざまな可能性が開け、多くの新しい人間関係を築くことができます。

要約例 コミュニケーションとはそもそも何なのかを理解する。思っていることを口に出す勇気を持つ。練習する。

生成例 コミュニケーション能力を身につける。会話を有意義なものにする。日常のコミュニケーションから始める。



検証手法

■ BERTScore評価方法を試してみました。

BertScoreはbertを基づいた生成文の類似度を評価する方法です。

Generated average は生成文の類似度評価の平均値
Actual average はデータセット提供された要約文の類似度評価です



問題点

これからの計画
• 訓練データを選別してモデル評価する。
• 評価によってモデル。
• 要約文が不自然の対策を考える。

• 要約データセットが少ない
• データセットの関係で記事文章しか要約できない。



これからの研究計画

10 11 12 1

データ収集と
選別

モデル作成と評価

論文作成



関連研究

■ 事前学習モデルを用いた少量データに対する日本語抽象型要約

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2021/pdf_dir/P1-12.pdf

■ Japanese Abstractive Text Summarization using BERT

https://www.astesj.com/publications/ASTESJ_0506199.pdf

■ Hie-BART : 階層型 BART による文書要約

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2021/pdf_dir/B7-1.pdf

■ BertSumを用いた日本語ニュース記事の抽象型要約手法の検討

https://www.jstage.jst.go.jp/article/pjsai/JSAI2021/0/JSAI2021_1D4OS3c02/_pdf/-
char/ja

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2021/pdf_dir/P1-12.pdf
https://www.astesj.com/publications/ASTESJ_0506199.pdf
https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2021/pdf_dir/B7-1.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/pjsai/JSAI2021/0/JSAI2021_1D4OS3c02/_pdf/-char/ja


参考文献
■ 日本語訓練済みモデル

– https://huggingface.co/sonoisa/t5-base-japanese

– https://huggingface.co/cl-tohoku/bert-base-japanese-whole-word-masking

■ Textrank抽出型要約

– https://zenn.dev/shikumiya_hata/articles/b18e362e2eae09#%E3%83%91%E3%82%BF%E3%83%BC
%E3%83%B32(textrank)

■ Google T5モデル

– https://www.ogis-ri.co.jp/otc/hiroba/technical/similar-document-search/part7.html

■ ニュース記事のタイトル生成（一種の文章要約）

– https://qiita.com/sonoisa/items/a9af64ff641f0bbfed44

■ データセット

– https://www.rondhuit.com/download.html

■ wikiHowから日本語要約データを作成してみた

– https://tech.retrieva.jp/entry/2020/07/02/121208
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ご清聴ありがとうございました。


